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要 　約

　本研究で は、認知心理 学 に お い て 注目さ れ て い る 自動的処理 と統制 的 処 理 とい う概念が、認知 行動療

法 （CBT ＞ に 及 ぼ した 影 響 に つ い て 展望す る と と もに、こ の 概念を積極的 に取 り入 れ る こ とが、さ らな

る臨床心 理 学 の 発 展 に 寄 与 す る可 能 性 に つ い て 考察 を行 っ た 。 自動的処理 と統制的処理 は、人 の 認 知 過

程 に お い て、意識 し な い ま ま に行 えて し ま う活動 と、子細 に 注意 を払 い なが ら行 う活動が ある とい う事

実 に 着目 した 理 論で ある。感情の 喚起 に よ り統制 的 処理 が阻 害 さ れ、相対的 に 自動的処理 が 優位 に な る

とい う相互 の 関係性が あり、特 に 感情情報 に 対す る処理 過程 は、感 「青障害 の メ カ ニ ズ ム を説明す る モ デ

ル に お い て 重 要 な 役割 を 担 っ て い る e ま た 、処 理 の 二 過 程 理 論 は認 知 ・
社会 心 理 学の 幅広 い 分野 で 応用

さ れ て お り、臨床領域 に お い て も、さ ま ざま な応用 が 可 能 で あ る と考 え る。こ う した 他分野の 知見 を積

極的 に 臨床活動 に 応用 し て ゆ くこ とが 、認 知臨床心 理学 の 役割 で あ る と考 え る 。

キ ー・ワ ード ：自動的処理　統制的処理　感情障害　認 知 臨床心 理 学

1．は じめ に

　 Ellisの ABC 理論や Beck の ス キ
ーマ 理論 に

代表 され る認知理 論は 、 周辺領域の 知見 を積極

的に取 り入れ て 発展 し （丹野 ，
200  ）、近年で は、

不安障害か ら精神分裂病 に至 るさ まざまな認知

モ デ ル が提唱され て い る 。 こ うした モ デ ル に 対

す る 、 認知心理 学で 得 られた知見の貢献度は高

く （レ ビ ュ
ー と し て Mathews ＆ MacLeod ，

1994；McNally ，
1994）、認知心理学の 臨床領域

へ の 貢 献 を ま と め た著 作 も登 場 して （e ．g．，

Wells ＆ Matthews，1994； Williams　 et　 al．，

1997）、今後 もさ らに認 知心理学 と臨床心理学

の 融合が進 む こ と が期待 され る。本論文で は、

認知 心理 学 と の 新た な イ ン ターフ ェ
ース と し

て 、臨床心理学領域に 多大な影響 を与え て い る

認知心理 学の中心 的 トピ ッ クス で あ る、「自動

的処理 と統制的処理」 とい う概 念 を取 り上 げ、

こ の概念が認知行動療法 （CBT ）に及ぼ した影

響 に つ い て 展望す る と ともに、認知臨床心 理学

（Rackman ，1996）の 発展に 貢献す る さ らな る

可能性に つ い て 考察 した い 。

　本論文の 構成 は以下の通 りで ある 。 まず 、 第

1章 で は本論文 の 目的を述 べ 、第 2章で は、認

知心理学 に お ける 自動的処理 と統制 的処理 の定

義に つ い て整理 をす る 。 第 3章で は 、 さ まざ ま

な要因が 2 っ の 処理過程 に 及ぼす影響、な か で

も、臨床場面に 貢献 す る と考 え られ る、感情 と

処理過程 の 関連 に 関す る研究 に つ い て 概 観す

る 。 そ し て 第 4 章で は、自動的処理 と統制 的処

理 が い か に CBT に 貢献 し て い る か を探 るた

め、2 つ の 処理過程 を考慮 した 認知行動 モ デル

に つ い て概観す る 。 最後に第 5章で は、自動的

処理 と統制 的処理が CBT に もた らす意義 と、

今後の さ らな る可能性に つ い て考察する 。

＊
早稲田 大 学大 学院 人 間科学研究科

纏

早稲田 大学人間科学部

　 （2002（平 成 14）年 5月 7 日受 理 ）

2．自動的処理 と統制的処理

　自動 的 処 理 （automatic 　processing） と統

制的処理 （controlled 　processing） （Posner ＆
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Snyder
，
1975；Shiffrin＆ Schneider，1977）　と

は、人 の認知過程 に お い て、意識 しない ままに

行 え る活動 と、子細 に注意を払 い なが ら行 う活

動が あ る とい う事 実 に着 目 した理 論 で あ る 。

Kahneman （1973＞は、何 らか の 心的課題 を行

うた め に必要な
一

種 の 心的エ ネル ギーを注意資

源 と呼 ん だ 。そ し て 、何 らか の 課題 を行 う際 に

人 が払う注意に は
一

定の容量が あ り、限られ た

注意資源を課題 の 困難性 や興味に あわせ て 適宜

割 り当て な が ら処理 し て い る と す る 、 注意資源

の 配 分 説 を 提唱 した 。 Shiffrin＆ Schneider

（1977）は こ の理 論に基づ き、複数の刺激の中か

ら目的の 刺激を発見す る視覚的走査課題 に お い

て 、こ の 注意資源 を多 く用い て行 う制御的探 索

（統制 的処理 ）と、最小限 の 注意資源 で 行われ る

自動 的検 出 （自動 的処 理 ） と い う 2 っ の 方 略

が あ る こ とを示 した 。 そ の 後、多 くの 研 究 者

が こ の 2 つ の 処 理過 程 の 分 類 を試 み て お り

（Bargh ，1984；McNally ，1995；Wells ＆ Mat・

thews，1994）、そ うした研究の 知見 か ら、自動的

処理 と統制的処理 に は い くつ か の特徴が 明 らか

とな っ て い る 。 Tabie　1 に そ の 特徴 を示す 。 処

理の 二 過程理論 は、認知心理 学 に限 らず幅広 い

研究分野 に取 り入 れ られ て い る （例え ば、ス テ

レ オ タ イ プ研究 ：Devine，1989；社会的判断 ：

Forgas
， 1992；自己概 念 ：Epstein

， 1990；記憶

研究　Graf ＆ Schacter
，
1985 な ど）。

3．自動的処理 ・統制的処理 と

　 さ まざ まな要 因の 関係性

　 自動的処理 と統制的処理 は、わ れわ れの 日常

的な 活動 と、密 接 に 関 わ っ て い る 。 例え ば 、

Baumeister （1984）は、緊張 した 状況で は 、練

習を っ んで 自動的に遂行可能 なパ フ ォ
ー

マ ン ス

を、あえ て 統制的に 処理 しよ うとして し ま うた

め 、
パ フ ォ

ーマ ン ス が 低下す る こ と を示 し た 。

Gilbert＆ Osborne（1989）は、対人 的印象の 形

成過 程に お い て、認 知的混乱 が生 じた状態 で

は、統制的に対象を モ ニ ターす る活動が抑制 さ

れ、直感的で 自動的な印象形成が 中心的に な る

こ とを示 した 。 また Tice　et　aL （2001） は、例

え ば 「や け食 い 」の よう に、不快な情動経験 に

伴 う苦痛 を低減 させ る た め の 自動的行動が、統

制的な行動 （テ ス トのた め の 予習をす る こ とな

ど）に優先 して 生 じる こ とを示 した 。
こ の ほか 、

Wegner （1994）も、認知的負荷 の高 い 状態 に お

い て
、 思考 を抑制 した り精神 を集中 しよ うとす

る と、む し ろ それ と逆の 効果を生 じ て しま うと

い う 「皮 肉な効果」 の生起 メカ ニ ズム を 、 自動

的処理 と統制 的処理 の観点か ら説明 し て い る 。

近年盛 ん に行 われて い る社会的認知研究で は、

上記の ほか に もさ まざまな認知活動 を 自動的処

Table　 1Characteristics　that　distinguish　automatic 　processing 　from　controlled 　processing （Beck ＆

Clark，1997）

自動的処理 統制的処理

  努力する こ となく、無意図的、無意識的 に 生 じる

  ある種の自動的処理 は統制的処理 を行 い やす く

　 す る が 、
一

般 に は 自覚さ れ に くい

  比較的早 く、止 め た り制御 した りす る こ と が 難

　 　 し い

  ほ とん ど注意 もし くは処理容量 を必 要と しな い

  複数 の 処 理 を並行 して 行 う こ とが で き る

  なれた場面や よ く訓練さ れ た 場面 に お い て ス テ

　 　レ オ タイ プ な反応 と して み られ る

  深 い 意味 の 解釈を必要 と しない 低次の認知処理

　 で あ る

故意性が高 く意図的 で 、努力 を要 す る

十分 に 意識的、自覚的 で ある

比較的遅 く、理性 的 に 物事 を進 める際に 用 い ら

れ る

多 くの 注意 や 処理資源 を必要 とす る

基 本的 に は継時処 理 的 で あ る

新奇で 困難度が 高 く、練習 を行 っ て い な い 課題

に対 し柔軟に．対応す る際 に 用 い られ る

意味の解釈や 統合を含む高次の 認知的処理 で あ

る
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理 と統制的処理の 観点か ら検討 して お り （レ ビ

ュ
ーとして唐沢 ら，2001）、認知的負荷やス トレ

ス 、感情の喚起が 、2 つ の 処理 に影響 を与え る

こ とが示 唆 され て い る。

　 こ うした研究の 中で 、 臨床場面に特に関連が

あ る と思 わ れ る の は、感情 と 自動的処理 ・統制

的処理 との 関係で ある。感情 と統制的処理過程

と の 関 係 に つ い て は テ ス ト不 安 （Eysenck ，

1982）、 問題解決 （Nezu ＆ D ’Zurilla
，
1989）、

メ タ認知 （Slife＆ Weaver，1992）、顕在記憶研

究 （川 口 ， 1991）な どの研究 に お い て 、 また、自

動的処理 と の 関連 に つ い て は、主 に 潜在記憶研

究 （岡田，1999）に お い て 非常 に多 く検討されて

い る 。

　抑 うっ 気分が 自動的処理 と統制的処理 に 及ぼ

す 効果 に 関す る研 究 で は 、Roy −Byrne　et　a1．

（1986）が、抑 うつ 患者は健常者 と比 べ て 自動的

処理課題 で は差が ない が 、統制的処理課題の得

点 に差が み られ る こ とを示 した （レ ビ ュ
ーとし

て Williams 　et　al ．，1997）。
　 Nezu ＆ D ’Zurilla

（1989） は問題解決 に 関す る
一

連の 研究を展望

し、抑 うつ 傾 向の 高 い 者は
一般 に問題解決能力

が 低 い と結論づ けた 。 また、顕在記憶 を扱 っ た

研究にお い て も、抑 うつ 患者 に お い て顕在記憶

が低下 し て い る こ とを示 す研究が数多 く行わ れ

て い る （e ．g．，　Richards ＆ Ruff，ユ989）。さ らに

Slife＆ Weaver （1992）は、統制 的処理 の 影響

の大 き い メ タ認知 ス キル に お い て
、 抑うつ 気分

に よ る阻害の 程度が 大 き い こ とを示 した 。
こ れ

ら の知見 は、
一

貫 して抑 うつ 感情 は統制的処理

の働 き を阻害する こ とを示 して い る。

　 不安が統制的処理 に 与 え る影響に つ い ての検

討 は、テ ス ト不安 を対象 とした研究 に 多 くみ ら

れ る。
Eysenck （1982）は多 くの テ ス ト不安研

究を展望 し、不安 が課題成績 を低下 させ る とい

う
一

貫 した 関係 を見 い だ した 。 しか しそ の 後の

研究で
、 統制的処理 過程は阻害 され る もの の 、

課題 の 性質に よ っ て は生理 的覚醒が 注意資源

の増 加 を促 し、成績 が低 下 しな い 場合 も ある

こ とが報告され て い る （Humphrey ＆ Revelle，

1984）。 こ う し た 知 見 に つ い て 、Eysenck

（1992） は、課題 の成績に差は生 じな い もの の、

高不安の 人 は 同 じ成績をあげる の に必要 とす る

処理 資源 が低不安 の人 と比 べ て 多 い 、つ ま り処

理の 効率 が悪 い とす る 、 不安の 処理効率理 論 を

提唱 して い る 。 また、Nezu ＆ D ’Zurilla（1989）

は、不安は問題解決能力 よ りも、む し ろ問題解

決能力 に対 する 自己評価の 低 さ に 影 響を与 え る

こ とを示唆 して い る 。 こ の よ うに 、不安に 関し

て は、統制的処理 の阻害の影響が 、抑 うつ 状態

よ りも多様な形で 顕在化 し うる こ とが 推察され

る 。

　感情の ほ か に も、Hasher ＆ Zacks （1979）

は 、 統制 的処理 を必要 と す る記憶課題 を用 い た

一
連 の研究を行 い 、抑 うつ 気分、生理的覚醒、

加齢 な ど の要因が、課題成績 を低下 させ る こ と

を示 した 。 先 に示 した認知 的混乱 （Gilbert＆

Osborne
，
1989）や認知的負荷 （Wegner ，

1994）

な ど も含めて 、
こ れ まで の知見か ら、さ まざ ま

な要因が統制 的処理 の活動 を阻害 し、対照的 に

自動的処理の活動が優位 とな る こ とで さ まざま

な困難や 問題 を生 じ さ せ る と い う、相互 の 共変

関係が 示 され て い るので ある。

4．自動的処理 ・統制的処理 と CBT

　こ うした知見 を受 け、近年発表 されて い るパ

ニ ッ ク障害 や強迫性 障害 に 関 す る認 知 モ デ ル

（Wells，
1997）に は、自動的処理 と統制的処理

と い う視 点 を取 り入 れ た も の が数多 くみ られ

る 。
こ こ で は、自動的処理 と統制的処理 の 概念

を応 用 した 5 つ の 認知行動モ デル と、そ の 背景

に あ る諸研究 に つ い て 、
い くぶ ん詳細に検討 し

た い
。

（1）Williams　et　aL （1988） の モ デ ル

　 こ こ で は、注意バ イア ス や記憶バ イア ス とい

っ た 、 認知的処理過程 に 関す る研究に 注目す る

（Williams　et　al．，1997）。 注意 バ イア ス とは、中

性情報 に比 べ て 脅威情報 に対して過度に注意が

向い て し ま う現 象で あ り、情報処理 の 初期の段

階で 生 じる自動的処理 とい える。注意バ イア ス
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の研 究で 、最 もよ く用 い られ て い る情動 ス トル

ープ課題で は、情動的な 内容 （例えば死 や失敗）

と中性 的な内容 （例 えば椅子や机） の単語が そ

れ ぞれ異 なる色で 呈示 され 、被験者 は刺激の 色

名 を で き るだ け速 く回答す る こ と を求 め られ

る 。
Mathews ＆ MacLeod （1985） は こ の テ ス

トに よ り、全般性不安障害者は健常者に比 べ 、

脅威語 に対 する色命名 の時間が長い 、つ まり脅

威情報 に 注意 バ イア ス を示 す こ と を報告 して い

る。こ の よ うな注意バ イア ス は、特定の 恐怖症

（e．g．，　Lavy 　et　al．， 1993）、社会恐怖 （e．　g．，　Mattia

et　al ．，1993）、パ ニ ッ ク障害 （e．　g．，　McNally 　et

aL ，1994）、外傷後 ス トレ ス 障害 （e ．　g．，　Thrasher

et　al．
， 1994）、強迫性障害 （e．　g．，　 Lavy　et　al．

1994）に も認めうれ て い る 。 さ ら に 、MacLeod

＆ Rutherford （1992）は 、高不安者 を対象 に、

刺激語の内容が 同定で きな い 閾下呈 示条件下で

の情動 ス トル
ープテ ス トを行い 、注意バ イ ア ス

が、無意識的な情報処理過程 に お い て も生 じる

こ と を示 し た。し か し、MacLeod 　et　aL （1986）

は、抑うつ 者に は注意バ イ アス がみ られ な い と

して い る 。

一
方、記憶 バ イ ア ス に 関 し て は 、

MacLeod ＆ McLaughlin （1995）が 高不安者 に

潜在記憶バ イア ス を、Derry ＆ Kuiper （1981）

は高抑 うつ 者に顕在記憶バ イ ア ス を見 い だ し

た 。 そ の
一

方で 、Mogg 　et　al．（1987）は 、高不

安者 に 顕在記憶 バ イア ス は み られない こ とを確

認 し て い る
。

こ うした 不安 と抑 うっ の 対照的な

知見 を統合的に 説明す るた め、Williams　et 　al ．

（1988）は、不安 と抑 うつ に お ける注意 と記憶の

統合モ デル を提唱 した 。 つ ま り、不安 は処理 の

自動的側面 （統合化） に影響 を与え、刺激に対

する 脅威価 を高 めた り、そ の 刺激 に対す る注意

の 配分 に影響 を与 える。一方、抑 うつ は、処理

の 統制 的側面 （精緻化）に 影響を与え、刺激 を

同定した後の精緻化 に影響 し、刺激 の ネガ テ ィ

ブ価を高めた り 、 反す うを促す 働きが あ る の で

ある 。 Williamsらは 、 1997 年に 新 しい知見 をも

と に、 こ の モ デル を改訂 し て い る （Williams 　et

al ．，1997）。また、不安 に お ける 自動的処理 に つ

い て 詳述 した理 論と し て 、Eysenck （1992）の

過覚醒 理論や 、不安障害の 4要因理論 （Eysenck，

1997）な どが あ る 。

　従来の ス キーマ 理論が不安 と抑 うつ の 違い を

「認知内容」の違 い か ら説明して い るの に対 し、

Williamsらの モ デ ル や Eysenckの モ デ ル は 、

自動的処理 と統制的処理 の概念を用い る こ とに

よ っ て 、「認知的処理過程」の 違い か ら説明 して

い る点で す ぐれ て い る と い え る。

（2）Ohman （1993）の モ デ ル

　注意 と記憶の モ デ ル とは 異 な り、不安 ・恐怖

の 生起 の メ カ ニ ズ ム に 自動的処理 と統制的処理

の 概念を取 り入れ た モ デ ル に、Ohman ．（1993）

の モ デル が ある。
こ の モ デル で は、不安 に お け

る生理 的覚醒の 生起に は、生物学的に 準備され

た 刺激 （例 えば へ びや怒 っ た表情な ど）や強烈

な刺激に よ っ て無意識的に 生 じ る 自動的処理過

程 と、過去の 経験 に よ っ て形成され た感情記憶

の 影響で 、意識的な意味的評価 に よ っ て 生 じる

統制 的処 理過 程が 存在す る こ と を強調 し て い

る 。

　 こ うした処理過程 に っ い て 、Ohman らは実

証的研究 を行 っ て い る 。 まず 自動的 ル ー トに っ

い て 、Ohman ＆ Soares （1993）は、単
一

恐怖

を もつ 大学生 を対象に い くつ かの恐怖刺激 を閾

下呈 示 した と こ ろ、それ ぞれ の 恐 怖対 象に 対し

て の み大 きな皮膚電位反応 を示 した 。 同様 の知

見が
、 恐怖条件づ け の 実験パ ラ ダイ ム を用 い た

研 究 で も得 ら れ て い る （Soares＆ Ohman ，

1993）。 また、統制的ル ー
トに つ い て は、パ ニ ッ

ク発作の リス クが 、起 こ りうる症状に つ い て の

情報を知る こ とに よ っ て （Rapee　et　aL ，1986）、

また恐怖反応 に対す る統制感 をもつ こ と に よ っ

て （Sanderson　et　al．， 1989）、低 くなる こ とを

示 した研究が あげられ る 。 こ の モ デ ル で は、自

動的処理 と統制的処理 の 区別 に よ り、 同じ不

安 ・恐怖反応で も複数の 生起過程が存在 し、特

に クライ ェ ン ト自身 も認識で きない 自動的な不

安の 生起過程 を実証 して い る点が 、 大 きな意義

とい え る 。
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（3）Wells＆ Matthews （1994）の モ デル

　 自動的処理研究の知見 を踏 まえ なが らも、よ

り統制 的処 理 の 役 割 を重視 し て い る の が く

Wells ＆ Matthews （1994） の S・REF （self ・

regulatory 　executive 　function）モ デル で ある 。

こ の モ デ ル で は、3 つ の レ ベ ル の 認知 ユ ニ ッ ト

を仮定 し て い る。そ れ は、（1）刺激に より反射

的に活性化 され る 自動的処理 ユ ニ ッ ト、 （2）意

図的な対処方略の 選択 と実行 を行 う統制的処理

ユ ニ ッ ト、（3）長期記憶 の 中にある 自己知識 で

ある。
こ の うち、統制的処理 ユ ニ ッ トに お い て

不適切 な対処 方略 を選択する と、自動的処理 ユ

ニ ッ トで注 意バ イ ア ス を生 じや す くな る 。 ま

た、自己知識 に お け る不適切 な メタ認知的信念

は 、 統制的処理 ユ ニ ッ トで 不適切 な対処方略を

選択 しやす くな り （Wells，
1995）、それが 不適

応な自己知識の修正 を も妨げる 。
っ ま り 、 感情

障害の 維持 に 、統制的処理 ユ ニ ッ トの 活動が 重

要 な役割 を果た して い るので ある 。 こ うした モ

デル に基 づ き 、

一連 の対処方略 と感情障害 の 関

連を示す研究が 行わ れ て い る 。 例 えば、Wells

＆ Davies （1994） は、認知的対処 方略 の うち

「心配」と 「自罰」が感情障害 へ の 脆弱性 と関連

が あ る こ と を示 し た 。 また、Borkovec　et　al．

（1983）は、心配の 生 起が不安や ネガ テ ィ ブ な認

知 を引き起 こ す こ とを示 し 、 Nolen・Hoeksema

（1991）は、反 す うが抑 うつ 症状 を予測す る こ と

を示 して い る 。

　S−REF モ デル は 、 自動的処理 だ け で な く 、 統

制的処理 の あ り方が感情障害 に大 き な影響 を与

える こ とを明確 に して い る 。 統制的処理 は十分

意識的 な過 程で あ り、 介入 の ターゲ ッ トとして

近年非常に 注 目され て い る 。

（4 ）Beck ＆ Clark（1997）の モ デル （Fig．1

　　参照）

　 こ れ ま で 概観 し て きた モ デル の 特徴 をま とめ

る と、Beck ＆ Clark （1997）の 不安の情報処理

モ デル に 集約 され よう。 彼 らは、不安の生起 の

段階 として 、感覚登録 （第 1）段階 、 瞬時の対応

（第 2）段階、精緻化 （第 3）段階の 3 つ の ス テ

ージ を考え た
。

こ の モ デル で は
、 自動的処理 と

統制的処理 の 区別で はな く、 む しろ 3 つ の 各段

階 に お ける両者 の バ ラ ン ス に重 点 を置 い て い

る 。 第 1 段階 は、自動的処理 の 段階で ある 。 こ

の段階の機能 は、Williams　et　a1．（1988，1997）

の モ デル や Ohman （1993）の モ デル に お ける 自

動的処理過程 に反映 され る よ うに 、刺激 に 注意

資源 の優先権 を割 り当て る こ とで あ り、無意識

蹴 齦 瀦 羇 の筋 鵬 雛 化働 野

　 〔目的〕

情報の 入力と

危機の 知覚

　〔結果〕

注意バ イアス

な ど

　　 　〔目的〕

脅威に対する
一

時的な

対 応

　　 　〔結果〕

自動思考

回 避 行 動

主 観的 不 安 感
ふ るえ・

赤面 など

　　　 〔目的〕

より熟慮的な対処方略の

選 択と実行

　　 　 〔結果〕

心配

安全確保行動 など

▲・
不 安 ス キーマ そ の 他 の ス キー

マ

自動 的 処 理

Fig ．1　1nforma亡ion　processing　model 　of　anxiety （Beck ＆ Clark，1997）and 　relation ・

　　　 ship 　between　automatic 　processing 　and 　controlled 　processing
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的 に行われる。次の第 2 段階 は、自動的処理 と

統制的処理 が混在 した 段階で あ り、 刺激関連の

ス キ
ー

マ が、身体反応、行動的回避や 自動思考

とい っ た、観察可能 な不安反応の 多くを生 じさ

せ る
。
Ohman の モ デ ル に お け る統制 的処理過

程は こ の ス テ
ー

ジを反映し て い る と考 え られ、

多 くの 注意資源 を要 し、問題解決 に必要な注意

資源 を減少させ る 。 最後の 第 3段階 は、よ り統

制的処理の 影響 の大 きい 段階で あ る 。 不 安の 維

持や意図的消去が 行われ 、 精緻化 （Williams　et

al．
，
1988＞や、　 Wells ＆ Matthews （1994）の

モ デル にお ける対処方略は、この段階に相 当す

る 。 この ように 整理す る と、各 モ デル に お い て

第 2段階 の 扱 い が 異 な る こ と が 注 目 さ れ る 。

Ohman や Williamsらの モ デル で は、意識性 を

自動的処理 の 基準 とし て 、 第 1 段階の み が 自動

的処理 で あ り、第 2段階以降を統制的処理 とし

て い る 。

一方 Wells＆ Matthews （1994） は、

主 に 第 3段 階 の 統制 的処理 にの み 着 目して お

り、Beck ＆ Clark （1997）や McNally （1995）

も、その不 随意性を根拠 に第 2段階の 自動性 を

強調 し て い る 。 Bargh （ユ989） は、自動性の 定

義は必ず し も
一

様 で な く、さ まざまな視点か ら

定義が 可能で ある こ とを示 し て い る 。 し か し、

臨床場面に お い て特 に 注 目さ れ るの は 主観的自

動性や制御困難性で ある （Beck ，　1976）。 そ の 意

味で 、 不随意性を 自動的処理 の特徴 と捉え る こ

とで 、自動的処理 と統制的処理の 応用可能性 も

広が る と考 え られ る （McNally，1995）。

（5 ）Brewin （1989）の モ デ ル

　介入 モ デ ル で はな く、CBT に お け る認知変

容 の 過程 を整理す る モ デル にお い て 、 Brewin

（1989） は 自動的処理 と統制的処理 の 区別 を用

い た 。
こ の モ デ ル で は、認知変容の 3 つ の ル ー

トを示 して い る。1 っ め は 、 過 去の 学習が ない

新奇な状況 に対する誤解を修正す るル
ー

トで あ

り、症状 に つ い て の心理 教育の効果 な どが こ の

ル ー
トに よ り説明 され る 。 2 つ め は、無 意識的

な 「状況的な記憶」へ の ア ク セ ス を修正す るル

ー トで ある 。 過去の学習に依存す る状況的な記

憶 は、類似 の状況にお い て 自動的 にア ク セ ス さ

れ るが、 こ の とき、古い 記憶 と状況 を大部分共

有す る新 し い 状況的な 記憶をつ くる こ と に よ っ

て記憶が変容され る 。
エ ク ス ポージ ャ

ーな どの

効果 は こ の ル ー
トに よ り説明 され る 。 3 つ め は、

セ ル フ ・コ ン トロ ール 能力 を発揮 させ るた め に

内的対話 を修正 する こ と に よ っ て 、動機づ けを

高め る介入 で ある 。
セ ル フ ・コ ン トロ ー

ル 技法

や ス トレ ス 免疫訓練が該 当す る 。 つ ま り、エ ク

ス ポージ ャ
ーな どは自動 的処理に影響 を与 え る

技法で あ る の に対 し、セ ル フ ・コ ン トロ ール な

どは統制的処理 に影響 を与 える技法で ある と い

え る。こ の状況的な記憶を取 り入 れた 二 重 表象

理 論 （Brewin 　et　a1．，1996） は 、　 PTSD の メ カ

ニ ズ ム を説明 す る モ デ ル と し て 提 出 され て い

る 。 Brewin の モ デル は 、 感情障害に 関わ っ て

い る自動的処理 と統制的処理 を個人差要因 と し

て捉 え、その個人差 に
一致 した トリ

ー
トメ ン ト

をあ つ らえ る こ とが で きる可能性 を示 して い る

と い え る 。

　上記の よ うに、多 くの認知行動モ デル に お い

て 自動 的処理 と統制的処理の 概念が取 り入れ ら

れ て い る 。 概念の 活用の 仕方は さ まぎま で ある

が 、そ うした概念 を取 り入 れ る こ とが 、新た な

認知的介入 の 広が りを もた ら して い る こ とは確

か で ある 。

5．「自動的処理 と統制的処理」と い う

　　　 　　 概念の 可能性

　2001年に 開かれた WCBCT （World　Congress

of 　Behavior　and 　Cognitive　Therapy）に お い

て 、そ の 発表 の大半が認知 プロ セ ス に 関す る も

ので あ っ た こ とか ら もわ か る とお り、近年の 欧

米 に お ける認知理論の 発達 は目を見張 る もの が

ある 。 本論文の 目的は、そ うした世界 の 潮流の

一
端 を担 う、自動的処理 と統制的処理 の 概念に

つ い て紹介す る こ とで あっ た 。 以 下 に、自動 的

処理 と統制的処理 が認知臨床 に 果たす役割 と、

今後の 展望に っ い て 簡単に考察 した い
。

・従来 CBT に お い て対象 とな っ て きた認知の
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多 く は
、 発話や 質 問紙法 に お い て表現 され る、

い わ ゆ る認知的事象 （Meichenbaum ，
1985） に

ほ か な らなか っ た 。 し か し 、
コ ン ピ ュ

ー
タ
ー
技

術の 発展 に よ り閾下に よ る刺激の 呈 示が 可能 と

な っ た り、情動 ス トル ープ課題の ような方法論

の 開発が進 む こ とで、認知的事象の背後 に ある

認知過程の 役割が明確 とな っ た 。
こ の こ とは、

認知療法や 臨床心理学 に い くつ か の 大 きな変化

を もた らし うる 。 例えば、全般性不安障害に お

い て 、従来 の よう に 認知内容 に 焦点 をあて 、多

岐にわ た る心配の 内容 を 1 つ 1 つ 取 り上 げて解

決 した と して も、個人特有の 「心配 の 仕方」が

変容 しな い 限 り、次々 と生 み 出され る心 配は止

まらな い 。 そ こで、心 配を生み 出す過程 で あ る

「心配の 仕方」 に焦点 をあて て 介入 を行 う こ と

で 、症状 は効率的に軽減す る と考 えられる 。 こ

の よ うに 、認知的事象の 形成に 関わ る メカ ニ ズ

ム が明確 とな る こ と で 、認知変容が よ りス ム ー

ス に行われ る の で あ る 。 また 、ク ラ イ エ ン ト自

身 も理 解 し得 ない 思考や行動 に つ い て解釈を加

える こ とは 、 時とし
・て 治療の 進行や ラ ポ

ー
ル の

形成 に大 きな役割 を果た す 。 しか し、経験 に頼

っ た解釈は、か え っ て 不信 や混乱 を招 く原因 と

もな りう る 。 認知過程 に 関する知見が蓄積す る

こ とは、こ の 解釈 に 根拠を与え る こ と となる 。

つ ま り、「エ ビ デ ン ス に基づ く解釈 」を与 える こ

と が 可能 と な る の で ある 。 認知過程に着 目す る

こ とは、認知機能 をよ りダイナ ミッ ク に 捉えて

い くこ とを可能 に する 。 そ の こ と に よ っ て 得 ら

れ る 意義は大 き い
。

　 さ ら に、第 4 章で 概説 した よ うに 、 自動的処

理 と統制的処理 と い う質の 異 な る認知過程を考

慮に 入 れ る こ とで、従来 の認知理論 に 比 べ 、感

情障害 の症状 をよ り詳 し く説明す る こ とが可能

とな る （例 えば Williams　et　al ．
，
1988，1997）。

また 、その プ ロ セ ス を明確に 区別す る こ とで、

介入 の 際の タ
ーゲ ッ トを厳密 に特定する こ とも

可能 と な る （例えば Wells＆ Matthews，　1994）。

さ らに今後、自動的処理 と統制的処理の機能や

相互 の 関係が 明確 と な れ ば、自動的処理 に 関す

る さまざ まな測定方法や 、質問紙や面接法 に と

らわれ な い 新 し い ア セ ス メ ン ト法の開発が期待

され る ほか、認知過程 に直接介入 する、全 く新

しい 介入 方法の 誕生 も可能 となろ う。無意識 と

意識 の世界 を同時に研究対 象 とす るこ とが 可能

で ある と い う点に お い て
、 精神分析や CBT を

統合 した 、新た な心理療法の 発展 を導 くキ
ーワ

ー
ド ともな りう るの で ある （Williams　et　a1 ．，

工997）。

　 こ の よ う に、自動的処理 と統制的処理 を考慮

に入 れ る こ と は、さ まざまな利益 を もた らす 。

しか し、従来の 取 り入れ 方は、自動 と統制の プ

ロ セ ス の分類 を モ デ ル に組 み 込 む とい っ た程度

で あ り、 まだ まだ情報処理理 論の知見 を十分 に

活用 し て い る と は い い がた い
。 先に 示 した治療

抵抗の ような事態の解決 を もた らすた め に は 、

先 に 述 べ た感情 と 2 つ の 処理過程の 関係 に 関す

る知見な ど も、よ り積極的 に活用 して ゆ く必要

が あ る 。 そ うした発想 に基づ い て 、伊藤 ・根建

（2000）は、感情 と自動的処理 ・統制的処理 と の

関係 を応用 し、感情喚起場面 に お け る認知過程

に 関す る、感情関連 自動的思考 （AAT ）と課題

関連 自動的思考 （TCT ）と い う概念 を提唱 した 。

そ して 、感情喚起場面に お け る認知プ ロ セ ス の

共変関係を示 す
一連 の研究や （例 えば伊藤 ・根

建 ，
2001a

，
2001b）、被験者の認知プ ロ セ ス の個

人差 に あ つ らえた 介入 な ど も積極的 に行 っ て い

る （伊藤 ・生月，2001）。

　 認知心理学 に お い て 、認知過程 に 関す る研究

は とどま る こ とを知 らない 。 自動的処理 は さ ら

に細分化 し て 綿密な検討が 進 め られ、そ の 処理

様式 に つ い て も並列分散処理 な どが提案 され、

新た な展開をみ せ て い る （唐沢 ら，2001）。 先に

述 べ た 解釈 に対す る エ ビ デ ン ス の ほか に も、さ

まざ まな形で認知心理学 の諸研究 は大 き な助力

を与 え て くれ る の で ある 。 本論文で 展望 し た領

域 に つ い て は 、国内に お い て も関心 が 向け られ

は じめて い る 。 藤原 ら （2001）の 不安の 注意バ

イア ス に 関する研究 、 坂元 ・坂 元 （1998）の 抑

うつ 者の顕在詔 億に 関する研究、杉浦 （2001）
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の対処方略 とし て の 心配 に関する研究 などは、

そ うした先駆 け とい え る 。 心理 療法を発展 させ

るた め、 こ うした研究 をよ りい っ そ う発展 さ せ

て ゆ くこ とが、認知臨床心理学 の大 きな役割の

ひ とつ で あ る と考える 。
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Ab$tract

   The  present article  reviews  the significance  in cognitive  behavior therapy  of  2 concepts  derived

from  cognitive  psychology,  automatic  processing and  controlled  processing. The  possible contribution

of  these concepts  to the deve]opment of clinical  psychology  was  discussed. Automatic processing is

capacity-free,  unconscious,  and  involuntary, whereas  controlled  processing  is capacity-dependent,

censcious,  and  voluntary.  When  emotions  are  aroused,  they  interfere with  controlled  processing, so  that

automatic  processing  becomes predominant.  The  cognitive  process  of  emotional  information is impor-

tant for a  model  of emotional  disorder. Twe-cognitive-process theory is applicable  to areas  of cognitive

and  social  psychology,  and  it is expected  to be applicable  to clinical  psychology as  well.  The present

authors  believe that applying  findings from other  areas  to clinical  settings  is one  role  for cognitive

clinical  psychology.
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